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northernstyle スロウ
vol.61 巻頭特集「パンは語る」

お待たせいたしました！スロウで大人気「パン」特集が、10年以上ぶりに巻
頭特集にかえってきました。 10年経ち、北海道産小麦の品質の良さもあた
りまえになりつつある現在。いま改めて、「薪窯」や「酵母」など、小麦だけ
ではないさまざまな角度から、北国でおいしいパンを作り出す職人たちを
取材しました。取材を通して感じたのは、「パンは生きている」ということ。
たくさんの「生きもの」が複雑に作用して、香ばしいパンが焼き上がる奇跡
…。奥深いパンの世界へ、ようこそ！

CONTENTS

● 石窯とパンと暮らし
　・おおば製パン【森町】
　・ソーケシュ製パン×トモエコーヒー【喜茂別町】
　・石窯パン工房まる【小清水町】
　・Boulangerie Lafi【富良野市】

● 自家製酵母でパンを焼く人
　・地球のめぐみのパン工房Luna Llena【清里町】
　・しあわせなぱんと菜食食材屋 てんねんや【伊達市】
　・此方【厚真町】
　・Boulangerie Lafi【富良野市】

● 小麦があって、パンがある
　・toiのパンづくり【音更町】

十勝の取り扱い書店

etc...
● 喜久屋書店 帯広店  ● ザ・本屋さん 各店  ● 岡書イーストモール店
● TSUTAYA木野店 　 ● ゲオ西帯広店・音更木野大通店  ● セイコーマート    など

「なぜパンを選んだんだろ
う？」と疑問を抱きつつ始め
た今号の取材。いろんなパン
屋を巡りましたが、その答は
結局いまいち掴めてません。
それでも、みんなパンに人生
を捧げていました。

編集者  石田 まき
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2
POINT

1 十勝のパン屋「toi」も
載ってます！

生きかた・暮らしかたから
パンを選ぶ

音更町上然別地区に今年の
1月オープンした「toi」も登
場。BIO小麦を自家製粉し、
薪窯で焼くこだわりようは、
全国でも希少と言われてい
ます。店主の中西さんがパ
ンづくり込める思いや、十勝
を選んだワケを聞いてきま
した。

「石窯とパンとくらし」のペー
ジでは、北海道の郊外で、石窯
を使ってパン屋を営む決心を
した人たちを取材しました。
その人たちに共通していたの
は、「暮らしがあって、パンが
ある」という考え。健やかな
暮らしの上に成り立つパンは、
おいしいに決まっています！
これからのパンは、パン屋の暮
らしから選んでみませんか？

からだにスーッと、

馴染むパン！

900円+税
10月25日

発売

NEW
RELEASE森のつくりてになりたくて　

北海道中川町 ある木工作家の暮らしから

髙橋 綾子

ばんえい競馬今昔物語
古林 英一

人知れず朽ちていく木材を使い、木工作品に仕上げる髙橋綾子さん。森を愛し、
森に惹かれた彼女は、故郷から遠く離れた道北に移住し、木工作品を作り続けて
います。作品を作るだけではなく、木が木材へと変わる工程も手がけており、森
の魅力を発信する「森のつくりて」です。中川町には、たくさんの山地未利用材
が残されていて、髙橋さんは朽ちていく運命にあった木材を使い、木工作品を作
ります。煤けた木材も、彼女の手で美しい木目をあらわにした作品に変貌。「木
だけが持つ複雑な魅力を伝えたい」という思いを持った、「森のつくりて」髙橋
さんの人生。木と森と髙橋さんの魅力がたっぷり詰まった一冊です。

北海学園大学経済学部教授の古林英一さんによる一冊。ばんえい競馬の誕
生からその後の盛衰について、時系列に沿ってわかりやすくまとめられてい
ます。ばんえい競馬は、1970年代の後半に急成長しますが、1991年のバブ
ル崩壊によって存亡が危ぶまれました。窮地を打破できたのは、ばんえい競
馬を愛する人々による存続運動があったからです。著者の古林さんは、20
年以上ばんえい競馬と付き合い、研究を進める中で存続運動にも携わりまし
た。この本は、古林さんが実際に苦闘し、何よりばんえい競馬を愛している
からこそ誕生した一冊です。今では帯広市の単独運営となったばんえい十
勝。あなたは、現在にいたるまでの苦難を知っていますか？

contents

第一章 ばんえい競馬とは？
第二章 ばんえい競馬誕生—名人中西関松の時代
第三章 黄金期のばんえい競馬—
　　　 ミスターばんえい金山明彦の時代
第四章 存亡の危機
第五章 地域の資源ばんえい十勝—未来に向けて

木と森の生命力が伝わって
きます。髙橋さんの作品、木
の温もり溢れまくりです！

厳しい経営に屈せず、地域資源
にまで発展させたストーリー
を知ると、人間の奥底にある強
さや温かみを感じます。

北海学園大学 人文学部3年
村上 海斗さん

北海学園大学 人文学部3年
須永 勇歩さん

好評
発売中

好評
発売中

- 特 別 編 -
スロウ編集部の

インターンシップに参加した
北海学園大学の学生に

記事を書いてもらいました


